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研究テーマ※ 中世南フランス都市史／中世英仏関係史／ジャンヌ・ダルク研究 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

①中世南フランス都市史 中世南フランスに多数建設され、「バスティード」と総称された小都市群を、建設の背

景とその後の変遷を文字史料によって分析し、広場や街路などの景観を現地調査によって研究している。 

②中世英仏関係史 ノルマン征服から百年戦争に至るまでのイングランドとフランスにおける両王家の政治的

経済的文化的な関係を、両者の交渉の際に用いられた言説や人的ネットワークの観点から研究している。 

③ジャンヌ・ダルク研究 百年戦争におけるジャンヌ・ダルクの役割と、その後の歴史叙述における彼女に関する

長期的な記憶の継承について研究している。 

 

【応用例、研究の展望】 

①中世に起源を持つヨーロッパ都市の景観が、現在においてどのように保存され、観光資源として活用されて

いるかは、日本においても参考になる事例である。 

②中世ヨーロッパにおける紛争回避の様々な試みには、現代にも応用できる知見が含まれている。 

③ジャンヌ・ダルクは、女性参政権を求めるフェミニズム運動や女性のエンパワーメント運動の中で様々に表象

されており、ジェンダー史の観点からも様々な議論が可能である。 
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